
　
八
月
三
十
日

　
七
時
新
宿
待
合
わ
せ
、
石
井
君
等
と
川
越
へ
。
川
越
で
河
野
鉄
骨
河
野
君

に
拾
っ
て
も
ら
い
信
濃
追
分
け
へ
。
十
時
信
濃
追
分
け
。
オ
ー
ナ
ー
ズ
ヒ
ル

ク
ラ
ブ
で
幸
脇
夫
人
と
会
う
。
打
ち
合
わ
せ
後
現
場
へ
。
昼
食
後
、
町
役
場

法
務
局
、
佐
久
市
役
所
を
廻
り
、
十
六
時
前
、
前
橋
へ
向
か
う
。
十
八
時
大

分
遅
れ
て
前
橋
着
。
森
田
親
子
に
ソ
バ
を
ご
ち
そ
う
な
る
。
新
職
人
ユ
ニ
オ

ン
の
構
想
を
森
田
兼
次
氏
に
話
す
。
二
十
一
時
過
東
京
。
荻
窪
駅
前
で
ビ
ー

ル
を
飲
ん
で
散
会
。
タ
ク
シ
ー
で
世
田
谷
村
に
戻
る
。
二
十
二
時
過
。
夜
半
、

台
風
の
風
強
し
。

　
八
月
三
十
一
日

　
昨
夜
は
一
晩
中
台
風
の
風
が
荒
れ
て
、
世
田
谷
村
は
ヨ
ッ
ト
の
如
く
に
揺

れ
た
。
変
な
家
だ
と
我
な
が
ら
笑
う
。
私
は
笑
え
る
が
家
内
は
笑
わ
な
い
。

い
さ
さ
か
の
や
り
取
り
が
あ
っ
た
。
十
一
時
研
究
室
。
雑
事
。
夕
方
迄
。
十

九
時
前
、
α
社
長
若
松
氏
来
室
。
新
大
久
保
駅
前
の
近
江
屋
ソ
バ
店
へ
。
若

松
氏
に
チ
ョ
ッ
と
し
た
頼
み
事
を
申
し
出
て
ア
ッ
と
い
う
間
に
了
解
さ
れ
、

準
備
周
到
に
用
意
さ
れ
て
い
た
も
の
の
如
く
手
渡
さ
れ
る
。
不
思
議
極
ま
る

ね
人
生
っ
て
。
二
十
二
時
京
王
線
笹
塚
通
過
。

　
九
月
一
日

　
七
時
半
聖
跡
桜
ヶ
丘
待
ち
合
わ
せ
。
八
大
建
設
西
山
社
長
等
と
伊
豆
半
島

へ
。
十
時
過
伊
東
市
役
所
。
十
一
時
過
伊
豆
高
原
。
縄
張
り
、
位
置
決
め
。

十
三
時
地
鎮
祭
。
陽
射
し
が
き
つ
い
。
十
三
時
半
過
修
了
。
打
ち
合
わ
せ
。

十
四
時
過
発
、
松
崎
へ
。
十
五
時
半
伊
豆
多
賀
経
由
松
崎
町
大
沢
、
大
沢
温

泉
ホ
テ
ル
着
。
依
田
専
務
と
ホ
テ
ル
改
修
の
打
ち
合
わ
せ
。
十
七
時
迄
。
亡

く
な
っ
た
依
田
敬
一
前
松
崎
町
長
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
、
勉
強
も
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。
恩
返
し
だ
と
思
っ
て
、
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
み
る
。
社

長
の
依
田
夫
人
に
も
お
目
に
か
か
り
、
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
る
。
十
七
時
過

松
崎
町
役
場
。
森
秀
己
町
長
公
室
長
等
と
美
術
館
の
改
修
の
件
で
打
ち
合
わ

せ
。
な
つ
か
し
い
役
場
の
皆
さ
ん
と
お
目
に
か
か
れ
て
良
か
っ
た
。
十
八
時

松
崎
発
。
修
善
寺
、
沼
津
、
東
名
、
中
央
道
を
経
て
深
夜
世
田
谷
村
に
戻
る
。

ハ
ー
ド
な
一
日
だ
っ
た
。

　
九
月
二
日

　
午
前
中
杏
林
病
院
定
期
検
診
。
担
当
医
よ
り
酒
し
ば
ら
く
止
め
ろ
と
宣
告

さ
れ
る
。
ロ
シ
ア
行
以
来
毎
日
飲
ん
で
る
か
ら
な
。
昼
、
世
田
谷
村
に
戻
り
、

一
人
で
昼
食
と
小
休
。
何
だ
か
仕
切
り
に
佐
藤
健
の
本
が
読
み
た
く
な
っ
て
、

一
、
二
冊
パ
ラ
パ
ラ
と
拾
い
読
み
。
死
ぬ
迄
ア
イ
ツ
は
肉
声
で
書
い
て
い
た
。

し
か
し
、
今
の
私
の
状
態
は
佐
藤
健
が
酒
に
頼
り
始
め
た
の
と
似
て
い
る
よ

う
な
気
も
す
る
。
ま
さ
か
、
ア
ッ
チ
か
ら
呼
ん
で
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う

な
。
十
五
時
半
研
究
室
。
大
沢
温
泉
ホ
テ
ル
の
件
す
す
め
方
を
決
め
る
。
忍

田
邸
、
伊
藤
邸
、
幸
脇
邸
打
ち
合
わ
せ
。
今
朝
、
医
者
か
ら
本
当
に
少
し
休

ん
だ
方
が
い
い
で
す
よ
と
忠
告
さ
れ
た
の
だ
が
、
こ
れ
で
も
本
人
は
休
ん
で

い
る
積
り
な
の
だ
か
ら
我
な
が
ら
あ
き
れ
る
。
大
沢
温
泉
ホ
テ
ル
の
件
は
、

広
報
を
含
め
た
企
画
書
を
作
る
事
を
決
め
た
。
久
し
振
り
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

戦
線
で
あ
る
。
名
門
中
の
名
門
ホ
テ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
戦
略
の
デ
ィ
テ
ー
ル
プ

ラ
ン
す
る
の
は
面
白
い
。
若
い
ス
タ
ッ
フ
の
教
育
に
も
良
い
だ
ろ
う
。

　
九
月
三
日
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朝
方
、
故
佐
藤
健
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
仏
教
再
読
す
る
。
健
の
遺
言
で
長

男
の
論
と
毎
日
新
聞
記
者
が
イ
ン
ド
・
ベ
ナ
レ
ス
に
行
き
、
ガ
ン
ガ
に
遺
骨

を
流
し
た
の
は
聞
い
て
い
た
。
健
に
し
て
は
、
ベ
ナ
レ
ス
の
ガ
ン
ガ
に
骨
を

流
し
て
、
魚
に
喰
わ
れ
た
い
と
言
う
の
は
少
々
通
俗
に
過
ぎ
る
と
考
え
て
い

た
。
し
か
し
、
読
み
直
し
た
本
の
中
に
、
健
の
初
め
て
の
ベ
ナ
レ
ス
体
験
、

そ
し
て
ガ
ン
ガ
の
水
に
入
っ
た
体
験
が
書
か
れ
て
あ
り
、
す
で
に
ガ
ン
ガ
の

中
程
か
ら
水
面
す
れ
す
れ
に
眺
め
た
河
岸
の
ベ
ナ
レ
ス
の
現
実
の
町
を
、
死

後
の
世
界
か
ら
眺
め
て
い
る
現
実
（
歴
史
）
の
風
景
の
よ
う
だ
と
の
記
述
が

あ
っ
た
。
あ
れ
は
感
傷
的
な
思
い
付
き
で
は
な
か
っ
た
様
だ
。
健
は
死
に
際

し
て
、
本
当
に
生
き
る
事
を
願
っ
た
に
違
い
な
い
。
正
し
く
は
再
生
を
希
求

し
た
、
つ
ま
り
輪
廻
を
信
じ
よ
う
と
し
た
。
夢
想
、
観
念
の
類
い
で
は
な
く
、

リ
ア
ル
な
再
生
を
信
じ
よ
う
と
し
た
。
世
界
の
何
処
か
で
再
生
し
た
健
が
す

で
に
生
き
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。
魚
に
な
っ
て
か
、
虫
か
鳥
か
、
再
び
人

間
か
そ
れ
は
解
ら
な
い
。
そ
れ
を
よ
う
や
く
感
得
で
き
た
。
考
え
て
み
れ
ば

私
は
健
を
自
分
と
同
類
と
見
て
、
そ
れ
故
に
あ
な
ど
っ
て
い
た
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
。
何
度
と
な
く
、
私
に
ヘ
ロ
ド
ト
ス
を
読
め
と
言
い
残
し
た
の
も
聞
き

流
し
て
い
た
。
読
ん
で
み
た
い
。

　
十
一
時
前
新
宿
西
口
よ
り
バ
ス
で
研
究
室
へ
。
十
三
時
よ
り
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
、
松
下
空
調
忍
田
邸
打
ち
合
わ
せ
。
Ｍ
１
ゼ
ミ
、
Ｇ
Ａ
杉
田
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
等
。
十
八
時
目
白
椿
山
荘
に
て
、
西
沢
健
さ
ん
を
し
の
ぶ
会
。
栄
久
庵
憲

司
さ
ん
に
お
目
に
か
か
る
。
。
十
九
時
過
会
場
を
抜
け
る
。
二
十
一
時
半
世

田
谷
村
帰
着
。
栄
久
庵
さ
ん
と
色
々
話
し
た
い
事
が
あ
っ
た
け
れ
ど
、
余
り

に
人
が
多
く
て
、
出
来
な
か
っ
た
。
早
め
に
会
わ
な
く
て
は
。
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